
明治  ６年  ９月 潤沢学舎開校（学童３０～４０名） 

    ９年  ９月 谷保小学校と改称 

   １６年  ４月 現在地に校舎新築 

   １９年 １０月 谷保尋常小学校と改称 

   ２５年  ４月 谷保尋常高等小学校と改称 

昭和 １８年 １１月 谷保国民学校と改称 

   ２２年  ４月 谷保小学校と改称 

   ２４年  ４月 分校竣工（国立地区３年生以下移動） 

   ２５年  ５月 国立分校独立して国立小学校となる 

   ２６年 １２月 国立第一小学校と改称 

   ２８年  ４月 ８０周年記念式典挙行 校旗・校歌制定 

   ３５年 １０月 給食室落成（１月１６日給食開始） 

   ３８年 １２月 ９０周年記念式典挙行 

   ４０年 １１月 防音校舎鉄筋３階工事着工 

    ４２年  ３月 全校舎竣工 

   ４３年  ４月 給食センターできる 

   ４４年  ４月 プール完成 

   ４６年  ７月 訪問学級（あすなろ学級）開設 

   ４７年  ４月 国立第七小学校開設により 

           本校より９４名の児童が国立第七小学校へ転出 

   ４８年 １１月 創立１００周年記念式典・祝賀会挙行 

   ４９年  ６月 屋内運動場こけらおとし 

   ５３年  ４月 あすなろ学級がねむの木学級になる 

   ５７年  ３月 本町学童クラブ１階に設置 

        ４月 特別支援学級（杉の子学級開設） 

   ５８年 １０月 創立１１０周年記念秋季大運動会 

   ５９年  １月 創立１１０周年記念作品展 

   ６３年  ７月 校舎大規模改修 

平成  元年  ７月 屋内運動場大規模改修 

       １１月 ＦＦ暖房取付工事 

    ２年  ７月 校庭改修工事 

    ３年  １月 飼育小屋・体育倉庫改築始 

        ３月 本町学童クラブを隣接地に移設 

        ７月 防球ネット工事 窓ガラス飛散防止フィルム貼 

    ４年  ２月 環境整備工事（校庭周囲の緑化）終了 

        ３月 校庭遊具改修（鉄棒・ジャングルジム） 



        ８月 エアコン設置（校長室・職員室・事務室） 

    ６年  ３月 造形砂場完成 

        ３月 創立１２０周年記念誌「わたしたちの谷保」発行 

    ８年  ８月 プール塗装工事、屋上・トイレ改修工事 

   １５年  １月 コンピューター室完成 

        ２月 南側非常階段完成 

        ６月 各教室に扇風機設置 

        ６月 プール温水シャワー設置 

       １１月 創立１３０周年記念作品展・ひまらや祭 

   １６年  ２月 国立市特色ある学校づくり推進事業指定校研究発表 

           ～自ら考える児童の育成～（算数科） 

        ３月 創立１３０周年記念誌「谷保とともに」発行 

        ５月 エアコン室内機の洗浄 

       １０月 屋内運動場ステージバック幕張り替え 

       １０月 屋内運動場アリーナ照明ランプ修理 

   １７年 １０月 校舎耐震診断 

   １８年 １１月 特別支援学級（エアコン入れ替え） 

       １２月 校舎耐震設計 

   １９年  ７月 第一期校舎耐震工事（教室棟） 

   ２０年  ９月 第二期校舎耐震工事（西側校舎） 

   ２１年  ４月 東京都スポーツ教育推進校 

   ２２年  ９月 環境教育優良賞 

        ９月 校旗掲揚塔設置 

        ９月 １００周年記念年表改修 

   ２３年  ２月 屋内運動場大規模改造工事 

        ４月 国立市教育委員会研究奨励校 

        ４月 東京教師養成指定校 

        ７月 エアコン工事 

   ２５年  ２月 国立市教育委員会研究奨励校研究発表 

           「心と体を育てる体育・健康学習 

            ～関わり合い、学び合い、磨き合う児童を目指して～」 

        ５月 １４０周年記念航空写真撮影 

        ９月 １４０周年記念 開校記念集会 

       １０月 創立１４０周年記念式典・祝賀会挙行 

       １１月 １４０周年記念 ひまらや音楽会 

   ２６年  ２月 実践報告会 



        ７月 屋内運動場非構部材耐震工事 

   ２７年  ２月 実践報告会 

   ３０年  ２月 国立市教育委員会研究奨励校研究発表会 

           研究主題 

           「互いに認め合い、考えを深めることができる一小の子 

            ～伝え合う力を高める指導～」 


